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［開会 午後２時］ 

松榮委員長 

 

 

松榮委員長 

 

 

 

教育総務課長

（山澤） 

 

 

松榮委員長 

 

 

松榮委員長 

 

 

 

松榮委員長 

 

 

 

教育総務課長

（山澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、只今より、平成２５年第１回川西市教育委員会（定例会）を

開会いたします。 

 

まず始めに、「本日の委員の出欠」をご報告いたします。本日は、全員

出席でございます。なお、「事務局職員の出欠」につきましては、事務局

からご報告をお願いいたします。 

 

本日の「事務局職員の出欠」について、ご報告申し上げます。 

本日は、説明のため出席を求めた者は全員出席でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

次に、本日の「議事日程」につきましては、配付しております議事日程

表のとおりであります。 

 

これより日程に入ります。日程第１「会議録署名委員の選任」を行いま

す。委員長において、尾市委員、磯部委員を指名いたします。よろしくお

願いいたします。 

 

では次に、日程第２「前回会議録の承認」でございますが、事務局にお

いて調製し、第２０回定例会及び第２１回臨時会の会議録の写しをお手元

に配付しております。事務局からご説明をお願いいたします。 

 

それでは、まず第２０回定例会の会議録につきまして、ご説明申し上げ

ます。 

まず、１ページに会議日程・付議事件、２ページに出席委員を、３ペー

ジに説明のため出席を求めた者、４ページに審議結果を掲載してございま

す。会議録につきましては、５ページからでございまして、会議次第に基

づきましてご審議いただきました経過等につきまして、調製させていただ

いております。また、第２１回臨時会につきましても同様に調製させてい

ただいておりますが、非公開案件であるため、詳細な審議経過につきまし

ては非公開とさせていただいております。 

最後に署名委員の署名ということで、第２０回定例会については尾市委

員、加藤委員に、第２１回臨時会については加藤委員、磯部委員にご署名

を頂戴しております。 

以上でございます。 
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松榮委員長 

 

 

 

 

松榮委員長 

 

 

松榮委員長 

 

 

 

教育総務課長
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ありがとうございました。 

説明は終わりました。只今のご説明について、質疑はございませんか。 

 

それでは、お諮りいたします。第２０回定例会及び第２１回臨時会の会

議録につきまして、これを承認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

はい、ご異議なしと認めます。よって、会議録につきましては、承認さ

れました。 

 

では次に、日程第３、議案第１号「川西市教育委員会事務局事務分掌規

則の一部を改正する規則の制定について」であります。事務局からご説明

をお願いいたします。 

 

それでは、議案第１号「川西市教育委員会事務局事務分掌規則の一部を

改正する規則の制定について」ご説明申し上げます。議案書の１ページを

ご覧ください。 

本案は、教育委員会事務局の組織を改正するに伴い、関係する規則を改

正する必要があるので、川西市教育委員会事務処理規則第１０条第１号の

規定により議決を求めようとするものであります。 

８ページをお開き下さい。組織の改正についてでございますが、上段に

現在の組織図、下段が改正後の組織図案となります。学校教育室と教育支

援室を統合し、学校教育課を「学校指導課」と名称を変更し、学校教育室

に新たに生徒指導を一元的に支援する組織として「生徒指導支援課」を設

けようとするものでございます。 

規則の改正内容については新旧対照表でご説明させていただきます。５

ページをお開きください。第２条の表の改正で「教育支援室」を「学校教

育室」に統合し、現行の「学校教育課」を「学校指導課」に名称変更し、

「学校教育室」に新たに「生徒指導支援課」を設けます。第７条の学校教

育課の項では、分掌事務から生徒指導に関することを削除し、課の名称を

学校指導課と改めます。次に、生徒指導支援課の分掌事務として「学校及

び幼稚園に対する生徒（児童及び園児を含む。）指導の支援に関すること」

「体験教育の推進に関すること」を規定いたします。６ページをお開き下

さい。学務課の項の第１２号中「課及び学校教育課」を「課、学校指導課
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及び生徒指導支援課」に改めます。次の教育支援室の項は削除いたします。

別表では、教育情報センター、青少年センターを管轄する室を教育支援室

から学校教育室に改めます。 

３ページにお戻りください。付則とありますが、第１項は施行期日とな

ります。本規則は平成２５年４月１日付で施行しようとするものでありま

す。 

第２項から第５項ですが、事務分掌規則を改正することにより、改正が

必要になる規則がございますので、それらの規則について付則で改正しよ

うとするものでございます。 

６ページをお開き下さい。付則第２項は川西市教育委員会事務処理規則

の一部改正になりますが、新設の生徒指導支援課の事務処理について規定

しております。また、同規則中の「学校教育課」を「学校指導課」と改め

ています。７ページをお開き下さい。同様に第３項で川西市心身障害児就

学指導委員会規則、第４項で川西市青少年センター設置条例施行規則、第

５項で川西市教育情報センター設置条例施行規則においても室の統合、課

の名称変更に伴い、各規則中の名称を改正するものでございます。 

なお、事務局等の組織等に関する規則を改正しようとする場合、地方自

治法第１８０条の４第２項の規定により、市長に事前協議を行う必要があ

りますが、平成２４年１２月２６日付で教育長より事前協議を行い、平成

２５年１月４日付で申し出のとおり承認する旨の回答をいただいておりま

す。９ページに写しを添付しております。 

説明は以上です。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 

ありがとうございました。 

説明は終わりました。質疑・ご意見等はございませんでしょうか。 

 

委員長、少し補足をさせていただきたいと思います。 

これまで生徒指導に関しましては、学校教育課のほうが全体を把握する

という形で行ってまいりました。しかしながら、今年度になりまして、大

津の事件をはじめとするいじめの問題が非常にクローズアップされ、また、

川西市の学校教育の中で非常に大きなウエートを占めています不登校の問

題につきましても、なかなか解決に向けた道筋が見えない。さらには、１

２月に入りまして、大阪市立の高等学校のほうの自殺があって、年を明け

てみますと、その背景には体罰があったと、こういうようなことで、子ど

もたちの生徒指導にかかわります、こう非常に大きな問題が相次いで起こ

る中で、やはり学校の生徒指導に対する市民皆さんの不信というものが非
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松榮委員長 

 

 

常に大きくなっているということが１点ございます。 

それともう一つは、これも何度か委員の皆様方にもご報告をさせていた

だきましたが、今年度に入りまして、公立中学校の生徒の逮捕事案という

ものがかなり多くなってきている。ひところのように、学校がいわゆる「荒

廃している」という言葉であらわされるほどではございませんけれども、

やはり自分自身を律することのできない、そういった力の弱い子どもたち

がかなり目立ってきているという現状がございます。 

そういう中で、今までは、どうしても生徒指導が、対処的あるいは予防

的ないわば消極的な生徒指導に偏っていたのではないか。もう少し学校を

一元的に教育委員会として積極的に支援しながら、その中で学校の生徒指

導力をもう少し高めていく、そういうような手だてが必要になってきてい

るのではないかというような判断の中で、今後、予防的な対応あるいは対

処的な生徒指導、これらを連動させる中で、開発的な生徒指導といいます

か、いわゆる積極的な攻めの生徒指導をもう少し展開していく必要がある

だろうということで、今回、学校教育課の中から生徒指導に関するものに

つきまして「生徒指導支援課」という形で独立をさせるという形で新設を

することといたしました。 

特に生徒指導につきましては、大きくは４つの部分での迫り方が必要に

なってくるだろうと。一つは、冒頭、教育委員長のお話の中にもございま

したように、やはり子どもたちの心をどういうふうに育てていくのかとい

う部分、それともう一つは、その問題行動への組織としての対処という問

題がございます。また、子どもたちを育むのは、学校だけではなくて、家

庭、地域、３者が連携をしながら、いかに子どもたちを育んでいくかとい

うところで、地域との連携・協力ということも必要になってまいります。

また、教育相談の充実ということも当然そこには必要になってまいります。 

そういうことから鑑みまして、生徒指導支援課を中心に学校教育の部分、

さらには青少年センターの所管する部分、それから教育情報センターの所

管いたします機能、こういったものを生徒指導支援課が中心になりながら

連携を図っていくというような形で、新たな生徒指導の体制を構築してい

きたいということで、今回、こういう組織改正をご提案させていただいて

いるところでございます。 

よろしくご審議いただきますようにお願いいたします。 

 

ありがとうございます。 

補足説明をしていただきましたけども、お聞きになられて、感想ないし

ご提言はございませんでしょうか。 
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それでは、ご質問申し上げます。この生徒指導支援課ですが、組織とし

て新しくつくられる、この趣旨はよくわかりましたけども、それでは、実

際には、現状の委員会の中の人たちの配置転換でされようとしているのか、

新たな、特にそういうことにすぐれた、例えば退職校長のお力を借りると

か、そういうことを考えておられるのか、具体的にはどのような方々で、

また、その方々が実際に学校現場に入られるのか、それとも学校の管理職

を通じて指導の援助をされるのか、具体策はどのように考えておられるの

でしょうか。 

 

私どもの考え方としましては、生徒指導支援課の創設とともに、校長の

ＯＢなどを中心にした学校支援チームというものを創設しながら、学校の

危機的状況が発生したときには、それらを人材の派遣というようなことも

含めて対応をしていきたいということで、予算要求並びに人員の要求等を

今現在行っているところではございますけれども、なかなか増員というこ

とが難しい状況にございます。といいますのは、事務局の職員数は削減さ

れていく方向で、増員どころではないという状況が現実に起こっておりま

すので、支援チームの創設というのは若干難しいかと。 

ただ、生徒指導支援課という独立した組織をつくることによりまして、

青少年センターとも連携しながら、そこの職員が暫時、例えば、緊急事態

が発生したときには学校へ派遣し、学校で学校長と連携しながら事の対処

に当たるというようなことも可能になるんではないかというふうに、積極

的にその部署の機能を活用していきたいというふうには考えているところ

でございます。 

 

発言させていただきますけども、現状の現有勢力で、十分ではないです

けれども、それぞれの学校現場も、教育委員会も今まで力いっぱい尽くし

てきておられて、なおかつそれになかなか十分子どもたちを指導し切れな

い部分があるんです。子どもたちの状況が、家庭的な問題が大きくあると

思うんですけども、その際に、組織の変更だけではなかなか対応し切れな

いと感じるんです。その点、人員削減を迫られているということで、人員

の増が無理ということであれば、もうボランティアしかないですよね。退

職校長先生ないしはそういう見識をお持ちの相当なレベルの方でないと、

難しい子どもたちの対応は現実には非常に難しい状況があって、この現状

になっているのだから、その辺をもう少し掘り下げて、ボランティアを募

る方向の問題点とか、ないしは少しでも交通費でもお出しできるのかどう
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かというようなことも踏まえて、もう少し検討し、実効性のあるように進

めていただければと感じますけども、その点は、同じお考えだと思います

けども。 

 

やはり生徒指導という問題に当たりますときに、例えば、非社会的な子

どもたち、いわゆる不登校であったりとか、あるいは学校に行ってもなか

なかなじめないと、こういう子どもたちへの対応というのは、比較的ボラ

ンティアと呼ばれる範疇の中で対応し切ることは、ある程度できるわけで

すけれども、反社会的な部分になってまいりますと、当然そこに対峙する

中で、やはり暴力的な場面というようなものも生まれてまいりますので、

なかなかボランティアという枠組みの中では難しかろうというのが現状か

なあというふうに思っております。 

ただ、昨今の教育委員会制度への批判の中でも、「動かない教育委員会」、

これは教育委員会というよりも、その事務局も含めて、風評ではあります

けれども、そういった批判の中で、やはり積極的に学校を指導する立場と

して、どう学校とともに子どもたちと向き合えるのかというような道筋は

つけていかなければ、さらに我々の側、いわゆる事務局の側が後手に回っ

ていくというようなことも考えられますので、一定やはり組織を改編する

中で、一つ部署が増えるということは、それだけ各それぞれの所管部署の

力をそぎながら新たな組織をつくるわけですので、非常にしんどくはなり

ますけれども、そこは乗り越えなければならない課題というふうに割り切

って我々も臨む必要があるのかなあというのが、最終的な今回の改正に至

った根拠というところでございます。 

 

なるほど。もう少し発言させていただきます。 

この方向は正しいと思います。それでしっかりできる範囲で頑張ってい

ただきたく思います。ただ、子どもたちの様子を見ていますと、中学校に

なってからでは、難しい場面になった子をさらに指導ということは非常に

難しい状況に思われます。ただ、幼稚園、小学校の前期・前半を見ますと、

非常に皆、素直にきている。それでは、やはりその過渡期、どの辺でそう

いう方向になるかというと、やはり小学校の前半ないし中盤ぐらいから問

題になってくるのかなあと感じているので、そのあたりの教育、心の教育

ですね、それと規範意識の辺をもう少し踏み込んで強化していかれること

のほうもあわせてやられることが重要かと思うんです。だから、そこらあ

たりのカリキュラムというか、外部の力ないしはそういうものを借りてで

も、時間の余裕があれば、そういう教育を少し取り入れていかれるべきだ
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教育振興部長 

（泉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松榮委員長 

 

 

尾市委員 

 

 

 

 

教育振興部長 

（泉） 

 

と感じております。その点については、いかがお考えでしょうか。 

 

今、委員長のおっしゃった内容というのは、非常に重要なことだと考え

ております。今現在、事務局として進めている一つの方向として、幼小中

の連携強化ということをまずメインに置きながら、すべての施策の展開を

進めているところでございます。 

幼小中の連携といいますと、ついついカリキュラムの統合であったりと

か、あるいは、いわゆる「小１プロブレム」「中１ギャップ」の解消とい

うような、対処的なところに目が向きがちですけれども、そうではなくて、

やはり生徒指導上の例えば学校のルールであったりとか、あるいは物事を

運ぶときの共通した認識であったりとか、そういったものも小中の中で連

携をとっていただきながら、どう小さな芽の間に摘んでいくのかというよ

うなところにもこの支援課のほうがかかわっていけるのではないかと。そ

れともう一つ、青少年センターが、近年、非常に学校との連携をうまくと

ってくれております。また、青少年センターと警察との連携というような

ところも含めて、非常に頼りに学校のほうがしておるところもございます

ので、いわゆる学校外の組織、学校外の方々との連携の部分については青

少年センターが中心になる。それから、学校の教育的な内容の中では学校

指導課が中心になる。そして、生徒指導に特化したそういった連絡調整に

当たる部分については生徒指導支援課のほうが中心になるというような形

で、それぞれがそれぞれの持ち分の中で最も重点的に取り組める部分で連

携していけるのではないかなあと。そういう中で、今、委員長がご懸念に

なられたようなことについては対応していけるのではないかなというふう

に考えているところでございます。 

 

ありがとうございます。 

ほかにご意見等ございませんでしょうか。 

 

生徒指導支援課の中に４つ分かれているとおっしゃっていて、一つに、

子どもたちの心を育てるという内容が入っていたと思うんですけれども、

それは今までもずっとされてこられたことだと思うんですけれど、今まで

とこれからの違いは、どういうところにあるんでしょうか。 

 

やはり心を育てる、言葉で言うのは簡単なことなんですけれども、なか

なか実態、心の実態というものが我々の目には見えてこないものですので、

ついつい全体的な子どもの成長の中での心というとらえ方であったかなあ
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磯部委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育振興部長 

（泉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と。これが、生徒指導支援課を一つつくることで、学校指導課とはまた違

った視点から子どもの心の成長ということを見ていけるのではないかなと。

また、青少年センターのほうは、例えば、警察であったりとか、そういう

外部機関との連携の中で子どもたちのありよう、それから、情報センター

のほうは、子どもたちのそういった心の悩みであったり、それを抱えてい

る保護者のフォロー、支援というような立場で子どもにかかわるというよ

うな形で、その重層的な子どもの心へのかかわり方が今後、可能になって

くるのではないのかと。やることについては、今までと大きく変わるかと

いうと、やはり変わりはないだろうと。それを、やはり立ち位置、視点を

変える中でもう少し膨らますことができるのではないかというような期待

を抱いているところでございます。 

 

今回の組織改正に関しては、とても積極的な取り組みで、すばらしいも

のと理解しております。内容に関しては、先ほどからの委員長と振興部長

との質疑応答の中でおおむね理解はしているのですが、少し確認をさせて

いただきたいと思います。今までは対処的で消極的な対応しかできていな

かったかもしれないが、これからは生徒指導に関しては積極的な姿勢で取

り組んでいきたいというご発言がございましたが、何かあったときに支援

チームというのを積極的に送り込むということだけではなく、先ほど、尾

市委員からも、委員長からもございましたが、問題が小さなときに何か解

決ができるとか、問題が起こらないように何か働きかけをしていく。また、

心を育む、地域との連携、家庭と学校との連携を強化するとか、保護者か

らの教育相談にも積極的に乗っていくなど、生徒指導に至る以前のところ

においても積極的な姿勢で取り組むということで間違いはないでしょうか。 

 

当然のことながら、これまでも子どもたちに対する生徒指導というのは

非常に積極的には行ってきたというふうに我々は自負しております。しか

しながら、やはりそういった我々の努力なり、学校の努力というものが、

なかなか市民の皆様の目に見えてこないというのも一つあるのかなと。そ

ういう部分を見える化の対処ということもあって、新たな組織づくりをし

ながら、より幅広く啓発することも可能になってくるだろうというふうに

考えております。 

それともう一つは、例えば、委員長が言われたように、小学校の中学年

から高学年にかけてのころに起こり得る小さな芽というものに対して、や

はり小学校の先生方は、６年生で一つの区切りをつけますので、なかなか

その先にどういうふうな大きなものに発展していくのかというイメージで



 

- 13 - 
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教育振興部長 

（泉） 

 

 

 

 

 

すね、これが具体的に湧いてこない部分というのも正直ございます。言葉

ではわかっている、あるいは状況ではわかっているんだけれども、このこ

とがどうつながっていくのかというところが、なかなかイメージできない。

それに対して、中学校のほうは、その結果として大きくなった部分という

のに対しては非常に敏感なんですが、さらに中学校に入る前の小さな芽と

いうのがどこから出てきているのかというのをやはりイメージすることも

若干難しい部分がある。この２つのこのギャップをどういうふうにつない

でいくのかというのが、小中連携というところにも少し入ってまいります

けれども、その生徒指導面での連携というところも、この生徒指導支援課

を中心に具体的にそういった機会を持つというようなことも含めて、連絡

の機会を持つということも含めて対応をしていきたいなというように考え

ておるところでございます。 

 

ありがとうございます。 

今までも積極的に取り組まれているご様子というのは、ご説明の中で十

分わかりますが、市民の皆様にご理解いただけない、見えていない部分も

あったかもしれないということをおっしゃっていたので、ぜひこの組織改

正に伴って、川西市の教育委員会や、教育行政が積極的に取り組んでいる

内容や状況を市民や保護者の皆様、地域、学校に対して、見える化という

ところにも少し力を入れていただければ、さらなる連携づくりに役立った

り、様々な部分で相乗効果が上がってくると思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 

やはり広報にもう少し紙面を確保してもらっていただきたいというのが

過去からのお願いなんですけれども、せめて２ページ分ぐらいは毎月の広

報に学校関係ないしは生涯学習の部分が載ってこないと、ちょっとバラン

スが悪いように思うんですけど、もう少し強硬な申し入れをしていただく

わけにいかないんでしょうか。 

 

実は、先日も教育長のほうから広報のほうに何とか紙面をもう少し割い

てもらえないかというお願いもしていただいているんですけれども、現在、

事実上各部取り合いの状態になっております。そんな中で、単発的な紙面

増ということは可能なんですが、逆に、単発的な紙面増を獲得しますと、

今、年に２回挟み込みで入れております「川西きょういく」というページ

がございますけれども、あのページがどうも予算的に削減される可能性が

ある。どちらを守って、どちらを取るのかというところで、今、総務調整
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松榮委員長 

 

 

加藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室とも判断に苦慮しているところなんですけれども、ページを単発的にた

くさん取りました。ところが、その年２回の挟み込みがなくなりましたと

いうことになってしまうと、逆に後退してしまいますので、そのあたりは、

もう少し戦略的にどういうページの獲得の仕方がいいのかというのは、も

う少し考えさせていただけたらなあというふうなところで、今、船曵室長

とも相談しているところなんですけれども、なかなか難しいところです。 

もう一つ、公民館が、毎月、講座の連絡をさせていただいているんです

けれども、これは、やはり非常に市民の皆さんにとっては大きな媒体にな

っておりまして、いわゆる公民館の講座案内という冊子を見て来られる方、

それから広報を見て来られる方、今、半々ぐらいの状態ですので、例えば、

恒常的なページを学校教育に割きますと、いわゆるその講座案内のページ

が削られてしまうというような、どうしても出し入れが起こってまいりま

すので、少し今のところ難しいかなというのが現状ですけれども、また間

断なく要求はしていきたいと思っております。 

 

ありがとうございます。 

加藤先生、いかがでしょうか。 

 

今回の改正の心はというと、要するに、見える化のための一元管理だと

思うんですね、結局ね。今まではばらけてしまっていたところ、ばらけて

ないんですけどね、やっていることは一緒なんですけれど、それを一元に

持ってこようというのが一番だと思うんです。その考え方からいうと、例

えば、外部にね、人員が足らないので外部に求めてもいいんですけれども、

まず始めは、僕は、少なくても、窮屈でも、仕事が多くても、ある程度ど

んなふうにして持っていくかという形をつくった後で外部から呼んでこな

いと、それぞれ皆さん教育者であるからには、それぞれの対処方法が、生

徒指導はだれに聞いても必ず違いますから、きっとね。だから、そうなっ

たときには、そこをやっておかないと、一物多価になる可能性があって、

ならないと思いますけども、始めのうちは、僕は、固まるまでは、いろん

な組織を持ってきて人海戦術に持っていくというのは余り賛成ではありま

せん。 

それと、部長も言われたように、新しい手だてということに関しては、

そんな新しい手だてが今までにあるのであれば、とっくにこの問題は解決

しているわけであって、この長年にわたって解決しないということは、地

道に今までやってきたことを続けるしかないわけですね、ということだと

思うんですね、話を聞いて。だから、今までよりも何か変わったことの提
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総務調整室長 

（船曵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案があれば、またいずれ教えていただきたいと思うんですが。 

あとは、事務的なことで、ここで協議して、課を増やすことを決めて、

いつごろ決まるのかというのが一つと、その後、決まった後に、新しく、

この新しい課におけるプログラムというものは作成はされるご予定だとは

思うんです。それは今までと変わらない内容であったにしても、どのよう

に持っていくかというプログラムは必要だと思いますし、それを、場所は

別にホームページでも広報でもいいですけれど、学校現場にも、こんなふ

うなスタイルで進めることになったということを伝えることがあるんだと

思うんですが、その策定というのは、いつごろのご予定にされているのか

と思います。 

 

いわゆる手続として、教育委員会というのは、いわゆる市長部局、市長

の直接の配下ではございません。教育委員会という行政委員会を構成して

いますので、その組織を改正するという権限も教育委員会に任されており

ます。ただ、先ほど教育総務課長の提案説明でありましたように、協議は

しないといけない。だから、事前協議をさせていただいて、了解をもらう

ということは手続上要りますけれども、単独で組織改正をするということ

になります。今回提案させていただいて、教育委員会規則としてこの改正

がされ、これを、施行が２５年４月１日になっていますけども、当然手続

としては公布をいたします。基本的には、規則を承認いただければ、直ち

に公布はさせていただく予定にしていますので、そういう意味では、基本

的には、その組織改正、４月１日から変わりますよというのは、オープン

になると。 

ただ、基本的に、あと、現実的な手続として議会にも当然お知らせをす

る必要もございます。これにつきましては、教育委員会が改正するのはオ

ーケーなんですけども、来年度の予算の編成過程の中で、予算のあらまし

等々を議会に知らせる機会がございますので、そこの予算のあらましの中

に組織改正をしますよということを一定お知らせをすると。ただ、当然意

見を言ってどうこうという権限は議会にはございませんので、教育委員会

に単独の権限がございますので、お知らせという形の中で議会にもオープ

ンにしますし、最終的には、市も今回、第５次総合計画に向けて大きく組

織改正をしておりますけども、それとあわせた形の中で、４月以降、当然

市民に対して周知も図っていく。当然教育は教育として、加藤委員のご指

摘のように、ホームページ等々も含めて、校長会を含め、学校に定着をさ

せるということは手続として必要かと思っています。 

以上です。 
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教育振興部長 
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松榮委員長 

 

 

 

 

松榮委員長 

 

 

「セオリア」なんかは、従来どおり、これの表でいけば、教育振興部の

教育情報センターのほうで今後も管理されるんですか。 

 

「セオリア」につきましては、所管を青少年センターのほうに今回、移

したいと考えております。といいますのが、青少年センターの設置条例の

中に「不登校に関すること」というのが実はございます。ただ、今まで、

青少年センターが、以前は教育委員会の青少年課というところにございま

した。ところが、青少年課のほうが市長部局のほうへ行き、青少年センタ

ーだけが残ってしまったというような状況の中で、教育委員会がそれまで

から持っておりました教育研究所からずっと流れております教育相談部門

の延長線上にセオリアを置いてきたという経緯がございますので、今回、

思い切って青少年センターのほうに不登校問題の対応ということで所管を

移して、新たな運営に当たっていきたいというように今、考えているとこ

ろでございます。 

 

そうしますと、教育情報センターのほうは、先生方の講習会とか、そう

いうことを主にしていく形になるんですか。 

 

そうですね。教職員研修、それから学校のいわゆる授業力向上に向けた

さまざまな支援、それと保護者、子どもたちのその教育的なあるいは成長

の悩み相談、そういったものを中心に教育情報センターが対応をすると。

それから、青少年センターのほうが、実際の子どもたちへのかかわり、あ

るいは警察等関係機関との連携強化というようなところを持っていただく。

また、地域の補導委員さんなんかも含めて、地域で子どもたちを育むため

の組織化、そういったことに力を発揮していただくというような形で、こ

の両センターには対応していただくように持っていきたいというように考

えております。 

 

わかりました。 

ほかによろしゅうございますか、この件につきましては。 

 

（「はい」の声） 

 

それでは、お諮りいたします。議案第１号につきましては、これを可決

することにご異議ございませんか。 
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磯部委員 

 

（「異議なし」の声） 

 

ご異議なしと認めます。よって、議案第１号につきましては、可決され

ました。 

 

では次に、日程第４「諸報告」であります。諸報告１「平成２４年度成

人式について」であります。事務局からご報告をお願いいたします。 

 

それでは、去る１月１４日に実施いたしました「平成２４年度成人式」

につきまして、ご報告申しあげます。 

成人式は、文化会館で１，４０６名の対象者のうち８９５名、参加率に

いたしまして６３．６６％で昨年度よりやや多い新成人の出席のもと、華

やかな中にも平穏に開催できました。 

第１部式典では、開会にあたり、東谷中学校３年森 春菜さんの国歌斉

唱、大塩市長の式辞、松榮教育委員長の励ましの言葉をいただいた後、江

見市議会議長、大串衆議院議員、杉田衆議院議員、加茂県会議員・越田県

会議員から祝辞をいただくとともに、市議会議員や各種団体から４０名を

超えるご来賓をお迎えし、式典が執り行われました。 

その後、「はたちの抱負」では、梁瀬 亮さん、山上 彩乃さんの２人

から二十歳といった人生の節目を迎えてのはつらつとした抱負を語ってい

ただきました。 

第２部はたちのつどい（アトラクション）でございますが、昨年のジャ

パンカップ日本選手権中学校部門で優勝、高校インターハイで準優勝いた

しました「梅花中学・高等学校チアリーディング部レイダース」の皆さん

よる、華麗なテクニックの演技をしていただいたあと、ダイハツ工業株式

会社協賛によるお楽しみ抽選会でｉＰａｄ２台の抽選を実施しました。 

お忙しい中ご出席いただきました松榮教育委員長をはじめ各委員の皆様、

そして、応援をいただきました職員の皆様に心より感謝を申しあげまして、

成人式の報告といたします。 

以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

只今のご報告について、ご質問等はございませんでしょうか。 

 

成人式参加者アンケートいうことで、今回は７０名の方がアンケートに
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磯部委員 

 

 

 

 

社会教育室長 

（岡野） 

 

 

 

磯部委員 

 

 

 

社会教育室長 

（岡野） 

 

 

 

 

 

磯部委員 

答えてくださったようですが、どのようなタイミングでアンケートの記入

をお願いなさっているのでしょうか。 

 

実は、アンケートは、今回初めて行いまして、以前から新成人の参加に

当たっての意見をどのようにして反映するかということが、課題になって

おったんですが、今年初めて行いました。今お配りしておりますプログラ

ムと一緒にですね、アンケートを挟み込みまして、それで、皆さんに、当

日、受付で配付させていただき、式典が終わったところで回収するという

方法で行いました。 

会場、ロビーの雰囲気はごらんになられたと思うんですけれども、７０

名、約５％ですが、思ったよりたくさんの方が書いていただいたのかなあ

というふうに思っております。 

以上でございます。 

 

細かな話ですけれども、筆記用具とかがあったりとか、書ける机はござ

いましたか。せっかくなので、第２回目以降、もう少しアンケートの回収

率がよくなっていけば、様々なご意見をいただけるだろうなあと思いまし

た。この７０名の方は、よく書いていただけたとは思っております。 

 

書く机とかですね、そのあたりは設定しなかったんですが、筆記用具に

ついては、小さいプラスチックの先に鉛筆の芯がついた、これぐらいの長

さのものですね、それを一人ずつ、アンケート用紙と一緒につけて配付さ

せていただきました。 

 

成人式ですけれども、私は今回初めて参加をいたしましたが、アンケー

トに答えてくださった方の中でもご意見が一番多い、「新成人がうるさか

った」というご意見に対して、対策というのは難しいですよね。 

 

「成人式でよかったところをお書きください」質問４でもございますよ

うに、「チアリーディング」が非常によかったというところの次に、「友

人の再会」というのが、どうしても参加者の関心の一番のところかなあと

いうところがございまして、特にロビーでのそういう何か盛り上がりとい

うんですか、そういうものが、毎年目立っておるようなのが現状でござい

ます。 

 

「はたちの抱負」の発表を拝聴して、とても感心しました。梁瀬さんも



 

- 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育室長 

（岡野） 

 

松榮委員長 

 

尾市委員 
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社会教育室長 

（岡野） 

 

尾市委員 

 

 

そうでしたが、山上さんが、川西市役所でお勤めの方で、１８歳からお勤

めになったとのこと。お話しになっている内容がとてもすばらしかったと

思います。市民の皆様の「ありがとう」という言葉を自分のやりがいに、

もっともっと「ありがとう」と言っていただけるように努力していきたい

と、本当に立派な発言をなさっていて、どこの部署でどんなふうなお仕事

を普段なさっているのかなあというのを想像しながら聞いておりました。

皆さん、同じ役所で勤めていらっしゃいますので、ぜひお会いになったと

きに、とてもよかったということを伝えていただければと思います。 

 

伝えさせていただきます。 

 

 

尾市さん、いかがですか。 

 

去年も、私、申し上げたと思うんですけれど、一応この成人式という「式」

という字がついてる限りは、私の考えでは、最初に起立して、礼をすると

いう、何かそういうイメージがあるんですが、成人式は、国歌斉唱が入っ

てからは、その国歌斉唱が入る前よりは随分皆さん静かになって国歌斉唱

も歌ってくださるようになったんですが、「礼」というのはしないんでし

ょうか。 

 

過去から特に「起立」「礼」ということはやっておりませんが、ただ、

新成人とは申しましても、一般の成人市民でございますから、そういった

場合に、一般市民を対象とした催しの中で、「起立」「礼」というのが果

たして他の式典で行っているものかどうか私は存じませんで。 

 

私もよくわからないんですけれど、その一般の方を対象にした式という

のは、そういうことはしないものなんですか、私もその辺が少しわからな

いんですけれど。 

 

私は、経験したことはございません。 

 

 

そうなんですか。それは何か理由があるんでしょうか。学校の卒業式と

かは、起立して、礼はしていなかったですか。 

 



 

- 20 - 

松榮委員長 

 

尾市委員 

 

 

 

社会教育室長 

（岡野） 

 

 

尾市委員 

 

教育振興部長 

（泉） 
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尾市委員 

 

松榮委員長 

 

しています。 

 

していますね。その市立の中学校でそうやって式のときに礼をしていた

のに、成人式にしなくなるというのは何か意味があるのかなあって常々不

思議でしようがなかったんですが、それはどうなんでしょうか。 

 

そのあたり、私もよくわかりませんが、やはり一つの学校の中での式典

と全く一般市民対象にご参加いただいた式典との差があるのではないかと

いう気はしておりますが、いかがでしょうか。 

 

私もよくわかりませんけど。 

 

社会通念上一般市民を対象に行われる式典、例えば、川西市であれば、

市制何周年というような式典を行ったとしても、全員が起立をして、互礼

をするという部分はなかろうなと思います。昨年から、前益満教育長の発

案もあって国歌斉唱を入れましたけれども、県内でも国歌斉唱を成人式で

やっているのは、３市町しかないと。全国的にも非常に珍しい状況だろう

と思います。 

川西市はどうするのか、互礼を入れたらいかんということでもないだろ

うとは思うんですけれども、なかなか通例としてはあまり聞かない行為か

と思います。学校教育の場合には、どうしてもいわゆる学習指導要領の中

の一つとして実施をしますので、授業の始まる前、後にも起立して、お互

いに礼をするというのが一つの流れの中にございますのでやっております

けれども、一般の市民の皆様を集めての会の中での号令に合わせての互礼

というのは、なかなかない。そのかわりに、開会の辞をもって会を始める

というのが通例かと思います。 

 

わかりました。 

 

川西市の場合は、国歌斉唱までいけたところが非常にいいところ、そこ

までできているということでご理解いただいたらいかがでしょうか。 

 

はい、わかりました。 

 

加藤先生、いかがでしょうか、成人式に関しては。 
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今年は何も事故はなしですか。去年は、アルコールを飲んで倒れた人が

いたという話を聞きましたが。 

 

特に事故等ございませんでした。ただ、解散時にですね、一部、もうほ

とんど一般の新成人が帰られた後に、駐車場で盛り上がっているグループ

がございましたが、特に警察を呼ぶまでももなく、解散いたしました。 

 

今回は、もう職員には、無理をして静止をするなと、すぐに警察を呼べ

というふうに指示をいたしました、始まる前に。 

 

ありがとうございます。 

私から２点。まず、不参加者の方が３割強おられるんですけれど、この

中の１割か、何割かの方は、女性方が着飾って来ておられますけども、そ

れに対応できない、所得の問題でね、保護者の所得ないしは本人の所得の

問題で、着物ないしは晴れ着が手当てできなくて遠慮されている方もある

かなあと思うんですね、そういう方々に対する配慮ということは、今後は

何か考えておられますか。 

 

特に今のところ考えておりませんが、過去に、川西市で行ったものかど

うかわかりませんが、必ずしも晴れ着とかですね、そういうものにこだわ

りがないようにと、何か出されたようなところがあるというふうなことを

聞いております。 

ただ、今年、ちょっと成人式入場者一覧表ということで、過去昭和４９

年から表をつけておるんですけれども、私、ずっと社会教育ですので、成

人式は、主担当でないにしても手伝いには行っていたんですが、やっぱり

昭和４９年、５０年ぐらいに比べると、晴れ着の率はかなり高くなってい

るのではないかなと。もう少し普通のスーツを着た女性とかですね、もっ

と多かったような気が、その数では言うのは難しいですが、そう思うんで

すけど、最近、特に何か晴れ着の比率が高いのかなあという気がしており

ます。 

 

一つの方法としてね、市長さんないしは、そのときの様子をね、来らあ

れなかった方に何か「おめでとう」という言葉を添えてお贈りするという

ようなことも一つの方法ではないかと思っているんです。その服装につい

ては、これはもう我々からどうこうできないと思うんですけどね、そうい

う配慮ぐらいは、郵送代は必要かもわかりませんけども、今後また余力が
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あれば、させていただいたらどうかと意見として申し上げておきます。 

 

今回、成人式に当たりましては、市内在住の二十歳を迎えられた方に、

まず、１１月の終わりぐらいにですね、今回の成人式への招待状というこ

とで、各個別に一応配付のほうはさせていただいております。 

 

またそういう配慮も今後必要になってくるかなあということで、ご理解

いただいておいたらいいと思います。 

もう１点は、国会議員の方が２名も来ていただいているんですが、これ

は何か特別な理由があるのかと思いまして、周辺諸都市も同時に開催され

ていると思うんですけれども、他へ行かないで、川西だけに来てくださっ

たのかと思いまして、何か理由があったのですか。 

 

選挙がございまして、そのあたり、対象の方も変わったわけで、担当と

しても、来ていただけるものなのか、来ていただく時間帯がはたまたいか

なるものかというのを考えておったんですけれども、お二人の国会議員さ

んとも、式典、当初の時間に間に合った形で、壇上に上がっていただいた

ということで、あの時間帯で来られて、おられたということは、多分川西

市にしか来られてないのではないかなあと思っております。以前は、途中

から、式典の後半ぐらいに毎年来られていたということがございました。 

 

個人的な都合で来ていただいていると、お気持ちで来ていただいている

というように解釈したらよろしいんですね。 

 

来年は、どちらかへ行かれる可能性はあるかもわかりません。年次によ

って回られる可能性はあるかなと思います。 

 

わかりました。 

ほかにはよろしゅうございますか。 

 

（「はい」の声） 

 

ご報告ありがとうございました。 

 

それでは、本日の議事はすべて終わりました。 

次回の定例教育委員会は、２月２１日（木）午後２時から、庁議室にお
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松榮委員長 

 

いて開会いたします。 

 

これをもちまして、第１回川西市教育委員会（定例会）を閉会いたしま

す。お疲れ様でございました。 

 

［閉会 午後２時５６分］ 

 

以上会議の事項を記録し、相違ないことを認めましたので、ここに署名いたします。 

 

   平成２５年２月２１日 

 

                   署名委員    尾 市  雅 子    ㊞ 

 

                                                   磯 部 裕 子     ㊞ 


